
★グリーンピース 
（50ｇ） 

★ひよこ豆（１缶） 
カレールー（適量） 
油（適量） 
水（適量） 

私たちに農作物を供給してくれる農地ですが、火

災時の延焼防止等、広い空間を利用した防災機能を

有するなど多様な役割を果たしています。 

川崎市には、農業者の協力のもとに、大震災が発

生した際の一時避難場所として「市民防災農地」の

登録制度があります。 

市内には４９８か所（平成３０年１月１日現在）

の防災農地があり、農地内に看板やシール（生産緑

地の看板に貼付け）で表示してありますので、万が

一に備え、近所の防災農地を探してみてください。 

指定避難所 居住地ごとに指定された避難場所 

※小・中学校等 

一時避難場所 指定避難所への避難が困難な場合

の一時的な避難場所 

※市民防災農地、公園等 

１．●を細かく切る。 

  ◎は、皮をむき細かく切る。 

２．フライパンに油を入れ、●を入れ、

炒める。 

３．玉ねぎがしんなりしたら、◇を加え

炒める。 

◇に火が通ったら、キッチンペーパー

をかぶせて余分な油を取り除く。 

４．◎と★を加え炒める。 

５．具材が被る程度に水を加え、具材が

柔らかくなるまで煮る。 

６．水分が少なくなったら弱火にし、カ

レールーを入れる。とろみがついた
ら出来上がり。 

今年はたくさんの 

仲間と会えたよ！ 

花と緑の 
市民フェアで 
あかね会が 
実演しました！ 

◇あいびき肉（２００ｇ） 
●玉ねぎ（１個） 
●じゃがいも（１個） 
●人参 （１本） 
●しいたけ（１パック） 
◎トマト大（１個） 

≪材料≫

看 板シール

≪作り方≫

※あかね会：市内の女性農業者グループ 

農家ならではの料理などを提案しています。

平成 30年 10 月 1 日発行 

かわさきの「農」情報は、川崎市ホームページのトップページからかわさきの農業で検索

ともに市内で活躍していただくことを期待しています。 
1 年目には主に農業技術支援センターで野菜栽培の基礎的な講義および実習を行い、2 年目に
は主に生産現場で農作業を通して、野菜栽培の実際を学んでいただきます。 

 期 間  平成 31年 4月～平成33年 3月（2年間） 

 回 数  平成 31年度 11回、平成32年度 10回 … 計 21回（予定） 

 日 時  一部を除いて水曜日の午後 2～3時間程度 

 内 容  野菜栽培について土づくり、種まき、植付、収穫等を予定 

 募集人数  ２０名（応募者多数の場合は抽選） 

 応募資格  ①市内在住７０歳以下の方 

②講座修了後、援農（農家への手伝い）に参加できる方 

③野菜の栽培に興味や関心のある方 

 応募期間  平成 30年 11月 1日～平成30年 11月 30日まで 

 応募方法  次の事項を記入の上、メールまたは FAXでお申込みください。 

（郵便番号・住所・氏名・生年月日及び年齢・電話番号・応募の動機） 

 受 講 料 1年目：2,700円程度 2年目：6,000 円程度 

（予定。他に損害保険料等2,000円程度。） 

 修 了  2 年間で80％（21回のうち17回）以上の受講で修了書を交付します。 

お問合せ/農業技術支援センター 電話 044-945-0153 FAX 044-945-6655 

ゆみのかい 




